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論文内容の要旨
本論文は、化学工業において広く用いられている多段向流接触装置の動特性と制御について理論的、
実験的に検討した結果を記述したもので 5 章より成立っている。
第 1 章にわいては、本研究の目的を述べ、この種の装置の動特性と制御について概説するとともに、
既往の研究に対する本研究の位置づけを行った。
第 2 章にわいては、物理操作系の制御方法を検討するために、動特性表示を簡単に行なえるように、
シグナルフロー線図を利用してプロセスの動特性を表わす総合伝達関数を求め、これから効果的な制
御方法を検討した。その結果、装置塔項組成を供給ガス組成の外乱に対して制御する場合には、外乱
の信号流れに対して向流となる供給液流量を操作量とし、外乱の検出位置を塔項段の一段下にとった
系が、比例制御のみで有効な制御の行なえることがわかった。
第 3 章においては、以下の章において取扱う反応操作に対する動特性、制御問題を実験的に検討す
るために、気液反応、系の速度論的検討を行なった。定常吸収理論が使えるように、流通式自由表面撹
持槽を用いて、エチレンー酢酸第二水銀の反応吸収実験を行ない、均相反応条件下のデータを用いて
反応速度を解析した。その結果本反応はエチレン、酢酸第二水銀濃度のそれぞれについて一次の二次
不可逆反応であることがわかった。
第 4 章においては、第 3 章の反応速度論的解析と、装置静特性に対する検討とから、反応操作を行
なう場合の単一段の動特性を表わす要素伝達関数を求めた。ここで求められた関数で全段にわたる動
特性を表わすには、複雑すぎるので、種々の考察から要素伝達関数を簡略化した。この簡略化要素伝
達関数の妥当性を実験的に確かめた。また、この場合の制御について第 2 章に準じて検討した。その
結果、物理操作に対する効果的制御方法は 本反応装置に対する制御法としても有効であることがわ
かった。
? ?? ??
第 5 章においては、化学プロセスにおいてよく導入されるリサイクルが、この種の装置に付加され
た場合の制御問題への影響を理論的に検討した。その結果、外乱検出量として制御段より一段下の段
上組成を、操作量として制御段へのリサイクル流量を用いる制御系が有効で、あることがわかったO
論文の審査結果の要旨
本論文は、物質移動操作ならびに反応操作を目的とする多段向流接触装置の動特性と制御を検討し
たものである。まず物質移動ならびに気液反応を行なう場合の動特性を明らかにした。ついで制御系
解析のためにシグナルフロー線図および行列式表示による要素伝達関数の簡略化を行ない、その妥当
性を実験的に検討した。さらに、この場合のプロセス変量の中から、装置制御のために最も効果的な
操作変量および外乱検出位置を選定する基準を明らかにした。また、このとき有すべき制御器の特性
についても言及している。
本論文に述べられている解析手法ならびにその成果は、この種の装置の制御方法に対する一つの指
針になり得ると考えられ、この分野の発展に大いに貢献するものと認められる。
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